
特殊肥料関係Ｑ＆Ａ
生産・販売の手続き関係
Ｑ１　「特殊肥料」と「普通肥料」の違いを教えてください。
Ａ１　肥料の品質の確保等に関する法律では、肥料を「特殊肥料」と「普通肥料」の２つに大別しています。「特殊肥料」とは、魚かす、米ぬか、堆肥、動物の排せつ物、石こう等もの(物質)で、肥料の種類が指定されていますが、公定規格はありません。「普通肥料」とは、特殊肥料以外の肥料をいいいます。
ただし、普通肥料については、肥料の種類毎に公定規格が定められています。公定規格では含有すべき肥料成分の最小量、有害成分の含有許容値、その他の制限事項が定められています。
　　　特殊肥料は県へ「届出」、普通肥料は国又は県に「登録」することで生産や輸入を行うことができます。
Ｑ２　「堆肥」と「動物の排せつ物」の定義を教えて下さい。

Ａ２　肥料の品質の確保等に関する法律でいう「堆肥」とは、「わら、もみがら、樹皮、動物の排せつ物その他の動植物質の有機質物（汚泥及び魚介類の臓器を除く）をたい積または攪拌し、腐熟させたものをいう。」とされています。

　具体的には、牛ふん等をたい積または切り返して（攪拌）、発酵（腐熟）させたものです。

　「動物の排せつ物」とは、家畜や家きんのふんを集めたもの、またはこれらを天日又は火力乾燥したものです。具体的には、腐熟していない乾燥牛ふん、乾燥鶏ふん等のことです。
　また、もみがらや稲わら等の副資材を混ぜたものは「動物の排せつ物」とは言えませんので注意してください。

　なお、「堆肥」の条件の一つとして、農林水産省告示では「牛の部位を原料とする場合にあっては、せき柱等が混合しないものとして農林水産大臣の確認を受けた工程において製造されたものに限る。」とされていますが、これについてはＱ17を参照してください。

Ｑ３　堆肥の生産は小規模です。また、耕種農家の農地に無料で散布していますが、届出が必要ですか？

Ａ３　畜産農家が生産する堆肥や動物の排せつ物は、肥料の品質の確保等に関する法律に基づく「特殊肥料」であり、他人に無償で譲渡する場合であっても規模の大小を問わず「特殊肥料生産業者届出書」の提出が義務づけられています。

Ｑ４　畜産農家数戸で任意組合を設立して、堆肥を生産していますが、誰が届け出ればよいのですか？

Ａ４　届出の資格者は個人又は法人であり、任意組合名での届け出はできません。任意組合の場合は肥料製造に係る責任の所在を明確にするため、肥料製造の責任者（通常は代表者）個人名での届け出になります。

　なお、責任者が交代した場合は、旧責任者の「特殊肥料生産事業廃止届出書」と新しい責任者による「特殊肥料生産業者届出書」の提出が必要です。

Ｑ５　商品価値を上げるために、家畜ふんに石灰・尿素等の普通肥料や炭、発酵菌等を混ぜて、堆肥を生産したいのですが認められますか？

Ａ５　Ｑ２で説明したように、「堆肥」は有機物しか原料に認められていません。このため、石灰や、炭等を原料として入れれば、それは「堆肥」には該当しなくなります。
なお、届出済みの特殊肥料同士を配合する場合は、「混合特殊肥料」として届出が必要です。
　　　ただし、例外的に原料である有機物に窒素分が不足しているために発酵が進まない場合などに「発酵促進材」として最低限の尿素等の窒素分を添加することは認められます。

　　　同様に、堆肥の異臭が激しい場合に「悪臭防止材」として炭を入れることも認められます。菌は「発酵促進材」と認められる場合があります。

　　　このように、「原料」ではなく「材料」として例外的な添加が認められる場合がありますが、その判断基準は、①材料の使用が必要な問題ある状態といえるか、②材料の素性は何か、③材料に問題解消の有効性はあるか、④材料使用の必要最小量はどの程度か、⑤材料の安全性に問題はないか　等であり、これらを届出者自らが証明する必要があります。
Ｑ６　例えば、家畜ふん尿ともみがらを混ぜて乾燥させただけのものは、「堆肥」にも「動物の排せつ物」にも該当しませんが、このような肥料の手続きはどうなるのでしょうか？

Ａ６　上記のものは特殊肥料のどの種類にも該当しません。特殊肥料以外の肥料は全て普通肥料とされていますが、上記のものは普通肥料の既存の種類のどれにもあてはまりません。
　　　これらの肥料の手続きは非常に困難で、実質的に生産・譲渡はできない状態となっています。

　　　つまり、家畜ふん尿を肥料化して譲渡するならば、Ｑ２の“堆肥”又は“動物の排せつ物”の条件に合致することが必要となっています。

Ｑ７　届出後は届出の更新や定期的な報告が必要ですか？　また、特殊肥料の生産に当たり何か注意することはありますか。

Ａ７　届出後、更新手続きは必要がありませんが、届出事項である①氏名及び住所、②肥料の名称、③生産する事業場の名称及び所在地　に変更や追加が生じた場合は「特殊肥料生産業者届出事項変更届出書」、肥料製造を廃止した場合は「特殊肥料生産事業廃止届出書」を、変更等の生じた日から２週間以内に提出してください。

肥料の生産にあたっては、生産する事業場ごとに帳簿を備え、肥料を生産したときは、毎日、その名称及び数量を記載することが義務づけられています。（肥料の品質の確保等に関する法律第27条）

また、肥料成分を定期的に分析して、品質表示の成分量と間違いがないか確認してください。
なお、肥料生産業者は、毎年１月から12月の1年間の肥料生産調査があるので(県庁農産園芸課から通知があります)、調査に協力してください。(法第29条第1項)
品質表示関係

Ｑ８　品質表示が義務づけられている特殊肥料の種類と対象者は何ですか？

Ａ８　品質表示が義務づけられている特殊肥料は、「堆肥」と「動物の排せつ物」及び「混合特殊肥料」です。

　　　品質表示は、肥料の消費者が購入に際し品質の識別を容易にすることを目的に義務づけられています。

　　　また、この品質表示は、これらの種類の特殊肥料を生産又は輸入する事業者だけでなく、販売業者が肥料袋を開封し、別に小袋に分けて販売する場合などにはその販売業者にも表示が義務づけられます。

Ｑ９　表示方法の注意点を教えて下さい。

Ａ９　（容器又は包装を用いる場合）

①　肥料の最小販売単位ごとに

②　その外部の見やすい箇所に

③　国の定める様式に従って

④　印刷又は表示を記載した書面が容易に離れないように表示して下　さい。たとえば、縛り付ける、縫いつける、シールを貼るなどの方法があります。容器又は包装を用いない場合は、当該書面を添付するか、相手方に交付してください。

なお、品質表示の枠内に記載すべき項目は農林水産省告示で定められており、定められた項目の記載が一部欠けていたり、定められた項目以外の内容を記載したりすることは認められていません。

Ｑ10　主要な成分の含有量等の表示方法について説明してください。

Ａ10　主要な成分の含有量等は、公定法（国の定めた方法）によって分析された数値に基づいて現物当たりで表示してください。現物当たりで記載することが困難な場合には、「主要な成分の含有量等」を「主要な成分の含有量等（乾物当たり）」として、乾物当たりの数値及び水分含有量を記載してください。また表示に当たっては下記の①～②の点について注意してください。

① 表示する項目と単位
	項　目
	表示の単位
	備　　考

	窒素全量
	パーセント（%）
	必須表示項目

	りん酸全量
	パーセント（%）
	必須表示項目

	加里全量
	パーセント（%）
	必須表示項目

	銅全量
	1キログラム当たりミリグラム

（mg/kg）
	豚ぷんを原料として使用するものであって、現物１kg当たり300mg以上含有する場合に表示

	亜鉛全量
	1キログラム当たりミリグラム

（mg/kg）
	豚ぷんや鶏ふんを原料として使用するものであって、現物1kg当たり900mg以上含有する場合に表示

	石灰全量
	パーセント（%）
	石灰を原料として使用するものであって、現物1kg当たり150g以上含有する場合に表示

	炭素窒素比
	－
	必須表示項目

	水分含有量
	パーセント（%）
	乾物当たりで成分の含有量を表記する場合に表示


② その他

　　　窒素全量、りん酸全量又は加里全量については、現物当たりの含有量の測定結果が0.5%未満である場合には、「0.5%未満」と記載することができます。

Ｑ11　主要な成分の含有量は、時期による変動があり常に正確に表示することは困難ですが、どうすれば良いでしょうか？

Ａ11　表示値には下表のとおり表示の誤差の許容範囲が定められています。

　　　正確な表示が困難でも、時期変動による実測最大値と最小値がそれぞれ誤差の範囲に収まるように表示値を決定すれば適正な表示となります。

Ｑ12　正味重量についてリットルで表示してもよいですか？

Ａ12　正味重量はキログラム単位で記載してください。ただし、容積量をリットル単位で併記することはできますが、容積量(リットル単位)だけを表示することはできません。

Ｑ13　分析はどこですれば良いのでしょうか？

Ａ13　独立行政法人農林水産消費安全技術センターが定める「肥料等試験法」によって分析できる能力と施設を有していれば、どこで分析していただいても結構です。
~ 2 ~

